
（
就
職
促
進
手
当
）

（
就
職
促
進
手
当
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

就
職
促
進
手
当
は
、
離
職
日
に
お
い
て
四
十
歳

未
満
で
あ
る
漁
業
離
職
者
（
離
職
日
に
お
い
て
そ

の
者
が
四
十
歳
以
上
で
あ
る
も
の
と
み
な
し
た
場

合
に
第
一
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に

該
当
す
る
者
又
は
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当

す
る
者
で
あ
つ
て
、
離
職
日
又
は
同
号
の
そ
の
離

職
し
た
日
の
翌
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
起

算
日
」
と
い
う
。）か
ら
起
算
し
て
三
月
（
天
災
そ

の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
起
算
日
か
ら
三

月
以
内
に
求
職
の
申
込
み
を
し
な
か
つ
た
場
合
に

あ
つ
て
は
、
そ
の
理
由
が
や
ん
だ
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
一
月
）
以
内
に
地
方
運
輸
局
に
出
頭
し

て
求
職
の
申
込
み
を
し
た
も
の
に
限
る
。）で
あ
つ

て
、
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方

運
輸
局
長
の
指
示
を
受
け
、
当
該
職
業
訓
練
に
係

る
職
業
訓
練
受
講
指
示
書
（
以
下
「
指
示
書
」
と

い
う
。）の
発
給
を
受
け
た
も
の
（
以
下
「
指
示
書

所
持
者
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
も
支
給
す
る
も
の

と
す
る
。

２

就
職
促
進
手
当
は
、
離
職
日
に
お
い
て
四
十
歳

未
満
で
あ
る
漁
業
離
職
者
（
離
職
日
に
お
い
て
そ

の
者
が
四
十
歳
以
上
で
あ
る
も
の
と
み
な
し
た
場

合
に
第
一
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
条
第
一
項
第

一
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
つ
て
、
離
職
日
又
は
同

号
の
そ
の
離
職
し
た
日
の
翌
日
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
起
算
日
」
と
い
う
。）か
ら
起
算
し
て
三

月
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
起

算
日
か
ら
三
月
以
内
に
求
職
の
申
込
み
を
し
な
か

つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
理
由
が
や
ん
だ
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
）
以
内
に
地
方
運
輸

局
に
出
頭
し
て
求
職
の
申
込
み
を
し
た
も
の
に
限

る
。）で
あ
つ
て
、
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
つ

い
て
、
地
方
運
輸
局
長
の
指
示
を
受
け
、
当
該
職

業
訓
練
に
係
る
職
業
訓
練
受
講
指
示
書（
以
下「
指

示
書
」
と
い
う
。）の
発
給
を
受
け
た
も
の
（
以
下

「
指
示
書
所
持
者
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
も
支
給

す
る
も
の
と
す
る
。

３
〜
６

（
略
）

３
〜
６

（
略
）

改

正

後

改

正

前

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
省
令
で
「
指
定
漁
船
」
と
は
、
次
に

掲
げ
る
漁
船
を
い
う
。

第
二
条

こ
の
省
令
で
「
指
定
漁
船
」
と
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
漁
船
を
い
う
。

一

船
員
法
第
一
条
第
二
項
第
三
号
の
漁
船
の
範

囲
を
定
め
る
政
令
第
二
号
の
漁
船
の
範
囲
を
定

め
る
省
令
（
令
和
二
年
国
土
交
通
省
令
第
九
十

五
号
）
第
一
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま

で
、
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
及
び
第
十
三

号
に
掲
げ
る
漁
業
（
同
項
第
九
号
に
掲
げ
る
漁

業
に
あ
っ
て
は
総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
二
十
ト

ン
未
満
の
動
力
漁
船
に
よ
る
も
の
を
、
同
項
第

十
三
号
に
掲
げ
る
漁
業
に
あ
っ
て
は
総
ト
ン
数

百
三
十
九
ト
ン
未
満
の
動
力
漁
船
に
よ
る
も
の

を
除
く
。）に
従
事
す
る
漁
船

一

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十

七
号
）
第
五
十
二
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
沖

合
底
び
き
網
漁
業
、
以
西
底
び
き
網
漁
業
、
遠

洋
底
び
き
網
漁
業
、
大
中
型
ま
き
網
漁
業
、
大

型
捕
鯨
業
、
母
船
式
捕
鯨
業
、
遠
洋
か
つ
お
・

ま
ぐ
ろ
漁
業
、近
海
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業（
総

ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
二
十
ト
ン
未
満
の
動
力
漁

船
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）、
中
型
さ
け
・
ま
す

流
し
網
漁
業
、
北
太
平
洋
さ
ん
ま
漁
業
又
は
い

か
釣
り
漁
業
（
総
ト
ン
数
百
三
十
九
ト
ン
未
満

の
動
力
漁
船
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）に
従
事
す

る
漁
船

二

（
略
）

二

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
十
二
月
一
日
）か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報

（
指
定
漁
船
に
乗
り
組
む
船
員
の
有
給
休
暇
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

指
定
漁
船
に
乗
り
組
む
船
員
の
有
給
休
暇
に
関
す
る
省
令
（
平
成
七
年
運
輸
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。


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